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研究成果の概要（和文）：成人吃音者の言語処理特性について、事象関連電位記録（ERP）の

方法を用いて検討した。被験者は成人吃音者 15 名（男性 11 名、女性 4 名）と成人の非吃音者

15 名（男性 9 名、女性 6 名）であった。意味が逸脱した標的語を文末に配置した逸脱文 60 文

とそれに対応する正文 60 文とを、刺激文としてパソコンのモニター上に提示し、標的語に生

じる脳波を記録した。その結果、吃音者は非吃音者に比較して N400 に減衰が観察された。P600

においては、吃音者は 600 ﾐﾘｾｶﾝﾄﾞ以降の脳波の振幅に増加がみられた。これらの結果から、

発語を伴わない場合でも、吃音者は非吃音者と異なった言語処理をおこなっていることが明ら

かになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate language processing

abilities among adults who stutter by event-related brain potentials(ERP). Subjects were

15 adults who stutter (AWS) (11 males and 4 females) and 15 adults who do not stutter

(AWNS) (9 males and 6 females). The event related potential (ERP) effects of language

processing were compared for the two groups. AWS and AWNS showed following

substantial differences in P600 and N400, even though the two groups did not differ in the

accuracy of sentence judgment observed in the button press task; １) AWS exhibited

decreased amplitude of N400. 2) AWS exhibited increased amplitude of P600. This study,

therefore, revealed language processing differences between AWS and AWNS, even when

no speech production was required.
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１．研究開始当初の背景

脳の言語処理機能を調べる方法に事象関
連電位（ERP）の記録がある。ERP とは特
定な事象に生じる脳電位で、言語処理に特有
な成分として、刺激から 400 ﾐﾘｾｶﾝﾄﾞで生じ
る陰性電位の N400 や、600 ﾐﾘｾｶﾝﾄﾞで生じる
陽性電位の P600 などが知られている。吃音
者の N400 もしくは P600 を検討した研究は
日本にはなく、欧米でも Weber-Fox ら(2008)
の報告があるのみで、先行研究の結果の慎重
な追試が必要である。

２．研究の目的

吃音は発話運動の問題であるが、吃音者に
は知覚的な言語処理にも異常が報告されて
きた。しかしその特徴や発達的変化の実態は
明らかではない。吃音者の言語処理の異常の
解明は、吃音の原因解明や有効な言語支援の
開発に不可欠な課題であることから、本研究
では、事象関連電位記録の手法を用いて吃音
児者の言語処理の特性を明らかにする。

３．研究の方法

被験者は日本語を母語とする成人で、吃音
者 15 名（男性 11 名、女性 4 名）、非吃音者
15 名（男性 9 名、女性 6 名）であった。刺
激文は 4 語で構成された日本語の文章（表 1）
120 文で、語尾の動詞を標的語とした。標的
語は 75 種類で、それらが文脈に合致しない
場合を逸脱文、文脈に合致する場合を正文と
した。刺激文を一語ずつパソコンのモニター
上に提示し(図１)、標的語に生じる脳波を記
録した。記録には表面電極を利用し、記録電
極は Fz,Cz,Pz,F3,C3,P3,F4,C4,P4,T3,T4,T5,
T6 の 13 電極であった。

分析は Fz,Cz,Pz,F3,C3,P3,F4,C4,P4 の 9
電極を対象に、被験者、電極部位、半球を要
因とする分散分析をおこなった。

表１ 刺激文の例

４．研究成果

【結果】
①行動観察の結果

被験者には、提示された文章の正誤判断を
要求した。被験者は標的語の表示から 2秒後
に提示される合図の後、文章が誤っていると
思った場合にのみ反応ボタンを押すように
指示した。ボタン押しの反応エラー数の平均
は、吃音者 5.3回、非吃音者 4.8回であった。
ｔ検定の結果、反応エラーの数に有意差は認
められなかった（ｔ＝.253 ｐ＞.05）。

②ERPの結果

図 2 逸脱文と正文のそれぞれの加算波計の
差を示す波計（サブトラクション波形）
（赤が吃音者、青が非吃音者）

図 2は逸脱文と正文における反応の差であ
る。反応の差とは、逸脱文の反応から正文の
反応を差し引くことで算出した。

（１）N400について
吃音者および非吃音者のサブトラクション
波形を対象に、潜時 200-400 ﾐﾘｾｶﾝﾄﾞのピー
ク電位とピーク電位における潜時を測定し
た。

各電極における平均ピーク電位とその潜

図１ 刺激文の呈示手続き

Con ditio n Exa mple of Sen te nces

庭に 私は 木を 植える

1st word 2nd word 3rd word 4th word

“In the garden, I p lant trees.”

朝食に 私は 卵を 植える

1st word 2nd word 3rd word 4th word

“A t b re akfas t, I p la nt egg s.”
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時を図 3、図 4 に示す。被験者、電極、半球
を主要因とする 3要因（２×３×３）の分散
分析の結果、ピーク電位においては被験者の
主効果が有意であった（F（1，28）=10.717，
P＜.05）ピーク潜時においては、有意差はみ
とめられなかった。

図 3 各電極における平均ピーク電位
(赤が吃音者、青が非吃音者)

図 4 各電極におけるピーク電位の潜時
(赤が吃音者、青が非吃音者)

（２）P600について

吃音者および非吃音者のサブトラクショ
ン波形を対象に、潜時 600-900 ﾐﾘｾｶﾝﾄﾞの平
均電位を測定した。各電極における平均電位
を図 5に示す。被験者、電極、半球を主要因
とする 3要因（２×３×３）の分散分析の結
果、被験者の主効果が有意であった（F（1，
27）=4.617，P＜.05）

図 5 各電極における平均電位
(赤が吃音者、青が非吃音者)

【考察】

分析の結果、吃音者では潜時 400 ﾐﾘｾｶﾝﾄﾞ
付近にあらわれる N400に減衰が観察された。
一方で、600 ﾐﾘｾｶﾝﾄﾞ以降の P600 と考えられ
る成分に増加がみられた。P600 については、
増幅した反応が、非吃音者に比較して持続し
ていることも明らかになった。

N400 とはことばの意味処理に関連した脳
電位であることが知られている。吃音者にお
いて N400が減衰し、代わりに P600が増幅し
ていることから、吃音者はことばの意味処理
が遷延化している可能性が示唆された。この
ように、本研究の結果、吃音者においては、
発語の伴わない言語処理においても、非吃音
者とは異なった処理過程があることが明ら
かになった。
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